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 次に，１０番菊池伸也議員の発言を許します。菊池伸也議員。 

〔１０番 菊池伸也議員 登壇〕 

○１０番（菊池伸也議員） ただいま議長から発言の許可をいただきましたので，通告順に質問

をいたします。 

 最初に，生涯学習についてであります。 

 ４月から常陸太田市第６次総合計画前期基本計画がスタートをしております。町の将来像とし

て「幸せを感じ，暮らし続けたいと思うまち常陸太田～子育て上手その先へ さらなる魅力の創

造～」を基本理念に掲げ，今まで以上にきめ細かな事業の展開や新規事業等を，目標達成のため

に効果的に展開していかなければならないと思います。 

 生涯学習においても，夢を育み，豊かに生きる人づくりの基本理念を旗印に，子どもから高齢

者まで，市民の誰もが夢を育み，夢をかなえるため，社会性や創造性を追求し，豊かな人づくり

に取り組んでいきますと述べられております。 

 そこで，(１)講座，教室の事業計画について，２点お伺いいたします。 

 最初に，①の各事業内容と申し込み状況についてであります。これは，既に，平成２９年３月

２８日から４月１８日の期間で，各事業への募集が完了しております。これらの事業策定時につ

いての内容，各事業への申し込み状況についてお伺いいたします。 

 続いて，②サークル活動などの支援についてであります。 

 本市では，６０を超えるさまざまな団体がサークルでの活動を展開し，所属されている市民の

皆さんは，それぞれのサークル活動の中で仲間との楽しい時間を過ごしながら，レベルアップを

図られているのではないでしょうか。このような団体が独自の事業を計画する場合などに対して，

市としての支援はどのようになっているのかお伺いいたします。 

 次に，快適な暮らしづくりについてお伺いいたします。本市においては，第５次総合計画から

子育て支援について，多岐にわたり施策を重点施策に位置づけ，実施してきたことは承知してお

ります。４月からの第６次総合計画前期基本計画においても，基本理念に基づき，きめ細かな事

業の展開を図られることと思います。 

 そこで，(１)子育て環境の整備について，４点お伺いいたします。 

 最初に，①の保育園，幼稚園，認定こども園の利用状況と環境整備についてであります。 

 年度当初と直近においての各施設の利用状況は，５年前と比較してどのような受け入れ数であ

ったのかお伺いいたします。また，どの施設においても，保育士の確保など利用者が安心して預

けられるような体制になっているのか，あわせてお伺いいたします。 

 続いて，②年度中途での保育園利用等の申し込みとその対応についてであります。 

 他市町村から転入された家族で保育園を希望される場合や，本市に住んでいて市内外の職場に

勤務されている方が産休などを終えて働きたいというような状況で，どのような対応をされるの

かお伺いいたします。 

 続いて，③の一時預かり保育の利用可能年齢がゼロ歳児からと１歳児以上の２通りありますが，

水府地区の状況と今後の考え方についてお伺いいたします。 
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 続いて，④であります。保育士の確保と待機児童の解消についてであります。 

 現在，どこの市町村でも保育士確保には全力を挙げて取り組まれていると思います。国会など

でも議論され，テレビや新聞などでも報道されていますように，保育士や介護者の給料が一般の

労働者と比較すると，大変安過ぎるというようなことが言われております。そのため，大都市に

なるほど，保育士の確保や待機児童の解消が難しいと言われております。本市においては，保育

士の確保と待機児童の解消について，どのように考えているのかお伺いいたします。 

 以上で１回目の質問を終わります。 

○益子慎哉議長 答弁を求めます。教育長。 

〔中原一博教育長 登壇〕 

○中原一博教育長 生涯学習講座・教室の事業計画のうち，各事業内容と今年度の申し込みにつ

いてのご質問にお答えいたします。 

 市民の皆さんが生きがいを持って，心豊かに生活を送れるようにするため，生涯学習活動の機

会の充実を図っており，市民の皆さんのニーズを踏まえ，各種講座や教室を開設しております。 

 今年度は，全体で２４講座５教室で，募集定員は９５８人に対し申し込み状況は 1,０４５人で，

1.１倍となっております。主な講座等でございますが，講話を中心とした「健康で学ぶ寿講座」

や「ふるさとの歩みを学ぶ歴史講座」，現地や移動学習を中心とした「森のめぐみを学ぶ講座」

やふるさとの自然散策講座，実技や実習を中心とした「昔ながらの食のすばらしさを学ぶ講座」

や「新しい趣味発見講座」，体験活動を中心とした「木工教室」や「草木染教室」などでありま

して，ほとんどの申込者数が募集人員を上回っている状況にございます。 

 なお，事業計画の策定につきましては，前年度の講座等の内容や参加状況及びアンケート調査

結果等を分析し，市民の皆さんのニーズに合ったよりよい講座となるよう検討しており，本年度

は人気のある歴史講座に佐竹氏を取り上げるとともに，新たに，ものづくりにチャレンジ講座を

開設するなど，受講者の要望等に配慮した講座等の充実を図ったところでございます。 

 今後とも，市民の皆さんのニーズに合った講座，社会の要請に応じた講座や教室を参加者の皆

さんの声を大切にしながら構築してまいりたいと考えております。 

 続きまして，サークル活動などの支援についてのご質問にお答えいたします。 

 まず，支援のうち，生涯学習センターの使用料についてでございますが，常陸太田市生涯学習

センターの設置及び管理に関する条例で，常陸太田市文化団体連合会の加盟団体等については５

割減額と定めております。また，生涯学習センター内に団体交流サロンという部屋がございます

が，事前に利用希望を登録することで，無料で団体の打ち合わせ等に利用することができるよう

にもしております。その他の支援といたしましては，市文化団体連合会に加盟する団体，１０５

団体が実施する発表会や展示会など文化活動事業に対して事業費の助成を行うとともに，団体が

行う発表会や鑑賞会等について，市の広報紙等への掲載について取り次ぎ，周知を図れるよう支

援しているところであります。 

 今後とも，このような生涯学習や市民の文化団体等への支援を通じて，市民の生きがいづくり

や文化振興の向上を図るとともに，市民の皆さんがサークル活動や文化活動等に参加しやすくな
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るよう，努めてまいりたいと考えております。 

○益子慎哉議長 保健福祉部長。 

〔滑川裕保健福祉部長 登壇〕 

○滑川裕保健福祉部長 保健福祉部関係の快適な暮らしづくりにおける子育て環境の整備につい

ての４点のご質問にお答えいたします。 

 まず，１点目の保育園，幼稚園及び認定こども園の利用状況並びに環境の整備でございますが，

５年前の平成２４年度においては，市内に公立と私立を合わせて保育園が８園，公立幼稚園が９

園設置されており，６月１日時点での受け入れ児童数は，保育園が６１１名，幼稚園が５０９名

でございましたが，平成２９年度においては，保育園が８園，幼稚園が７園及び認定こども園が

１園となっております。なお，保育園につきましては，私立の太田さくら保育園が平成２７年度

に開設となり，公立のさとみ保育園と幼稚園が統合し，平成２８年度に認定こども園になったこ

とにより，数的には増減はございません。 

 本年の６月１日時点での児童数でございますが，保育園が７９３名，認定こども園につきまし

ては，保育園関係の児童が３１名，幼稚園関係の児童が８名で計３９名，幼稚園は２９１名とな

っております。つきましては，保育園と認定こども園を合わせた保育園関係の受け入れ児童数は，

５年前と比較し２１３名の増と大きく伸びている状況にございます。 

 なお，保育士の確保という面から申し上げますと，保育士の数につきましては，各園とも国の

基準に沿った適正な配置状況となっております。 

 続きまして，２点目の年度途中での利用申し込みとその対応でございますが，平成２８年度に

おいては１７６名の途中受け入れを行っており，利用の申し込み時点で利用する園をお聞きし，

受け入れが可能な場合はすぐに入所いただくとともに，不可能な場合には，入所可能な別の園を

紹介，または入所可能時までの一時預かり保育の実施など，その緊急の度合いに見合った対応を

行っているところでございます。 

 続きまして，３点目のすいふ保育園における一時預かり保育に係るご質問でございますが，現

在，すいふ保育園につきましては，施設上の関係から１歳児からのみの保育サービスとなってお

りますが，計画する認定こども園化による施設の整備により，ゼロ歳児からの保育サービス実施

を計画しております。 

 ４点目の保育士の確保と待機児童の解消につきましては，１点のご質問にもお答えいたしまし

たが，市内における保育園への受け入れ児童数は年々伸びている状況にございます。「少子化・

人口減少対策アクションプラン」及び第６次総合計画において，「子育て上手その先へ さらな

る魅力の創造」を掲げ，子育てへの支援を最重要課題とする本市において，保育環境の整備は最

も優先的に進める施策であるものと認識をしているところでございます。つきましては，公的な

保育環境の整備に加え，民間事業者による整備計画が着実に進みつつある状況にございます。具

体的に申し上げますと，公的には平成３０年４月を目途に認定こども園としての開設を計画する

太田地区ののぞみ幼稚園の整備であり，現在は在園保護者の方々との調整が終了し，今後，施設

の改修に向け，設計及び工事を実施してまいります。 
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 またもう一つが，水府地区の幼稚園と保育園を統合し，３１年４月の開設に向け，計画をする

新設の認定こども園の設置であり，調整が整い次第，施設整備に向け諸手続を進めてまいります。 

 さらには，民間事業者の動きといたしましては，常陸太田地区において，３０年４月に向け，

定員を１９名以下とする小規模保育園の設置が進められるとともに，既存の私立の保育園におい

て，定員を２０名増とする計画がなされております。 

 これらの種々の計画により，市全体といたしましては，平成３１年度までに１１０名の受け入

れ児童数の拡大を予定しているところでございます。今後も，民間事業者との連携により，保育

士の確保と施設の整備等を進めてまいります。 

 以上，ご答弁申し上げましたが，今後とも各種施策を積極的に推進し，アクションプラン及び

総合計画の具現化に向け，子育て環境の整備に努めてまいります。 

○益子慎哉議長 菊池議員。 

〔１０番 菊池伸也議員 質問者席へ〕 

○１０番（菊池伸也議員） ２回目の質問に入らせていただきます。ただいまは詳細なご答弁あ

りがとうございました。 

 生涯学習についての講座事業計画について２点質問をいたしましたが，１点目の各事業内容と

申し込み状況についての中で，講座・教室の事業計画について再度確認させていただきます。 

 今年度の事業計画の中に，前年度まで比較的人気のあった講座にかわって新しく開設した講座

がありますが，講座を開設する際の基本的な考え方についてお伺いいたします。 

○益子慎哉議長 教育長。 

○中原一博教育長 講座を開設する際の基本的な考え方についてのご質問にお答えいたします。 

 常陸太田市第６次総合計画に基づきまして，市民一人ひとりが生きがいを持って自由に学びを

楽しむ環境をつくるため，市民のニーズの多様化，高度化など時代の要請に的確に対応した学習

プログラムの構築，そして，施設の利用促進に努めることを踏まえ，講座等については企画して

いるところでございます。 

 さらに，講座につきましては，３年を１つの期限としまして，内容等を精査し，見直し，新た

な講座等を設置しているところでございます。そのため，要望の多い講座等につきましても，一

定の成果を得られた講座につきましては，内容を見直し，再構築を行いながら以降の講座に生か

すことで，講座の充実を図ってまいりたいと考えております。 

○益子慎哉議長 菊池議員。 

○１０番（菊池伸也議員） ありがとうございます。 

 過去に人気のあった大変すばらしい授業があり，市民が望んでいるということもありますので，

よく検討されて，再構築できる場合は再構築をお願いしたいなと思います。生涯学習の基本理念

として掲げられていることが実現できるように，さらには，市民のニーズに合うような事業計画

を今後も実施されますよう，強く要望しておきます。 

 続きまして，サークル活動の支援についてではありますが，おおむね理解をしております。地

域の６０を超える団体が，非常に地域の人々とのコミュニケーションを大切に，芸術活動やその
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他さまざまな活動を１年間を通じてやっているわけなんですが，そういう中で，発表会であると

か，生け花等の鑑賞であるとか，切り絵の展示会であるとか，さまざまなことをサークルで取り

組みたい場合に，市としての支援活動については先ほど申されたところではありますが，予算の

関係もあるんだと思いますけども，なかなか全部の団体が希望するようなことにはなっていない

んじゃないかなと思います。そこで，この活動を支援することで常陸太田市のより文化の向上に

大きく貢献するのではないかと思いますので，助成のほうもあわせて考えていただきますように

要望しておきたいと思います。 

 次に，快適な暮らしづくりについての子育て環境の整備についてでありますが，４点質問をい

たしました。大変詳細にご答弁をいただきましたので理解はいたしましたが，４点目の保育士の

確保と待機児童についての中で，平成３０年４月開設に向け，定員１９人以下とする小規模保育

園が民間事業者により計画が進められておりますということでありました。この事業の概要につ

いて，お伺いをいたします。 

○益子慎哉議長 保健福祉部長。 

○滑川裕保健福祉部長 民間事業者による小規模保育園の計画についてのご質問にお答えいたし

ます。 

 予定する小規模保育園は，「児童福祉法」に基づき定員を６名から１９名以下とする保育園で

あり，平成３０年の４月の開設に向け，予定する保育園につきましては，ゼロ歳児から２歳児ま

でを対象とし，１８名を定員とする施設となっております。なお，この施設の整備につきまして

は，平成２９年６月２日付をもって，国より保育所等整備交付金に係る内示を受けている状況に

ございます。 

 以上です。 

○益子慎哉議長 菊池議員。 

○１０番（菊池伸也議員） ありがとうございます。子育て環境の整備については，第６次総合

計画を進めるに当たって大変重要な５年間のポイントであるかと思います。 

 終身雇用制度が崩壊しつつある現在，非正規雇用の人々が多くなり，子育て中の若い方々でも，

職を求め働きたいと思っている方がほとんどであると思います。今後とも計画的に子育て環境に

ついて整えていただきますよう強く要望しまして，私の一般質問を終わります。 


